
１ ボーリング調査結果概要

(1)ボーリング概要

ボーリング箇所 31箇所

ボーリングコア 地層の確認、 油臭・油膜の判定、 分析試料

観測井戸 地下水位、油層厚

標準貫入試験 地盤の力学特性

現場透水試験、 地盤の透水係数

表1.1 ボーリング諸元

(2)地層構成

＜調査地周辺に分布する主な土質＞

①旧処分場内 シルトを主体とする盛土

②河川により運搬された砂礫層

③第三紀鮮新世の粘性土層(不透水層)

表1.2 地質層序表

地質時代 地層名 地層記号 特徴

完新世 盛土 B

旧処分場内の盛土。

不均質なシルトを主体とし、所々、砂層、礫層を挟む。

22-3～22-8はシルト状の焼却灰の分布がみられる。

礫質土 G
亜円礫を主体とする砂礫層から構成され、所々礫混じり

砂層を挟む。

第
四
紀完新世

～

更新世 粘性土 C
砂礫層中に層厚1m以内で薄く分布する。

地層の連続性は乏しく局所的に分布する。

砂質土 Ts

細砂から中砂を主体とする。

Tc層の上部に分布するが、連続性には乏しい。

良く締まった地層である。
第
三
紀

鮮新世

粘性土 Tc

非常に固結したシルトを主体とする。

調査地周辺に広く分布し、調査地の不透水層であると考

えられる。

TC層の出現深度にはバラツキがみられる。
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推定地層断面図(H=1:2000、V=1:400) ２







２ 分析結果

2.1分析結果のまとめ

表2.1 分析結果の概要

項目 調査結果概要

土壌 【油臭・油膜(現地確認)】

・ 土壌の油臭・油膜は、地下水面(標高16～16.5m付近)を中心にして、概ね標高14～17mの範囲で確認された。

・ 油臭油膜土壌の平面的な広がりは、概ね油層の分布範囲と一致している。

【TPH】

・ TPHが検出された箇所は、現地で油臭油膜が確認できた範囲と概ね一致している。

・ TPHは最大で230,000(mg/kg)を示した(旧処分場内)。旧処分場外でも10,000(mg/kg)を超過している箇所がみられた。

【PCB】

・ 土壌溶出試験結果では、PCBは全て定量下限値以下(N.D.)を示した。

【ダイオキシン類】

・ 土壌溶出試験結果では、全て基準値1000pg-TEQ/g以下を示した。

【フッ素】

・ 土壌溶出試験結果では、フッ素は22-4、22-7、22-8の3地点で基準値を超過した。

【VOC】(ジクロロメタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、ベンゼンの7項目)

・ 旧処分場内では分析した7項目全てで基準値を超過した。

・ 旧処分場内東側の盛土部分では6項目において、第二溶出基準を超過した。

・ (第二溶出基準超過物質：ジクロロメタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,2-ジクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、ベンゼン)

・ 旧処分場敷地外の土壌溶出量は、全て基準値以下を示した。

油層 【PCB】

・ 分析試料全てにおいてPCBが検出された。濃度の最大値はD8地点で3,800mg/kgを示した。

【VOC】

・ ベンゼン、シス1,2-ジクロロエチレン、トリクロロエチレンについては分析試料の大部分で検出された。旧処分場内東側付近(S-1、W-1地点)ではVOC全般で高い濃度を示した。

水質 【地下水分析】

（地下水観測用井戸）

・ PCBは検出されていない。

・ VOCは検出されていない。

・ ダイオキシン類は環境基準値以下を示した。

【河川水】

全ての地点でPCB、VOCの環境基準を満たしていた。

【地下水流向】

・ H23.1.10の水位・油膜測定結果では、地下水流向は概ね西から東を示すと考えられる。
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2.2土壌分析

(1)油臭・油膜

６
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2.3 油層分析

PCB 分析結果

PCB濃度の最大値は、D8 地点であり 3,800mg/kg を示した。濃度の高い箇所は D8を中心に東側に分布している。
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３ 地下水流向

(1)地下水流向流速結果
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(2)旧処分場周辺の水位コンターと地下水流向
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